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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和2年12月17日(2020.12.17)

【公表番号】特表2020-531403(P2020-531403A)
【公表日】令和2年11月5日(2020.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-045
【出願番号】特願2020-512488(P2020-512488)
【国際特許分類】
   Ｃ０５Ｇ   5/12     (2020.01)
   Ｂ０１Ｊ   2/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０５Ｇ    5/12     　　　　
   Ｂ０１Ｊ    2/00     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ    2/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月28日(2020.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粒状肥料コア；前記粒状肥料コアの表面に形成され、オレフィン系樹脂を含む被覆層；
および前記被覆層上に付着され、ポリオキシエチレンアルキル（－アリール）エーテルを
含む添加剤を含む、溶出制御型肥料。
【請求項２】
　前記オレフィン系樹脂は、ポリオレフィンまたはオレフィンとエチレンビニルアセテー
ト共重合体である、請求項１に記載の溶出制御型肥料。
【請求項３】
　前記ポリオキシエチレンアルキル（－アリール）エーテル中の疎水基の分子量は、重量
平均分子量として５０～３００である、請求項１または２に記載の溶出制御型肥料。
【請求項４】
　前記ポリオキシエチレンアルキル（－アリール）エーテル中の疎水基は、全体ポリオキ
シエチレンアルキル（－アリール）エーテルの重量に対して３０～７０重量％で含まれる
、請求項１から３のいずれか一項に記載の溶出制御型肥料。
【請求項５】
　前記ポリオキシエチレンアルキル（－アリール）エーテル中の親水基は、全体ポリオキ
シエチレンアルキル（－アリール）エーテルの重量に対して３０～７０重量％で含まれる
、請求項１から４のいずれか一項に記載の溶出制御型肥料。
【請求項６】
　前記ポリオキシエチレンアルキル（－アリール）エーテル中の親水基の分子量は、重量
平均分子量として１００～１０００である、請求項１から５のいずれか一項に記載の溶出
制御型肥料。
【請求項７】
　前記添加剤の投入量が、肥料の全体重量に対して０．００１重量％～０．５重量％であ
る、請求項１から６のいずれか一項に記載の溶出制御型肥料。
【請求項８】
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　前記添加剤は、無機粉体をさらに含む、請求項１から７のいずれか一項に記載の溶出制
御型肥料。
【請求項９】
　前記無機粉体は、比表面積が１００ｍ２／ｇ～５００ｍ２／ｇである、請求項８に記載
の溶出制御型肥料。
【請求項１０】
　前記無機粉体は、粒度が１μｍ～５００μｍである、請求項８または９に記載の溶出制
御型肥料。
【請求項１１】
　前記無機粉体は、ヒドロキシル基を有する親水性無機粉体である、請求項８から１０の
いずれか一項に記載の溶出制御型肥料。
【請求項１２】
　前記無機粉体は、肥料全体重量に対して０．０１重量％～１重量％である、請求項８か
ら１１のいずれか一項に記載の溶出制御型肥料。
【請求項１３】
　ｉ）粒状肥料コアの表面をオレフィン系樹脂を含む被覆組成物で被覆して被覆層を形成
する段階；および
　ｉｉ）前記被覆層上をポリオキシエチレンアルキル（－アリール）エーテルを含む液状
添加剤で被覆する段階を含む、溶出制御型肥料の製造方法。
【請求項１４】
　前記段階ｉｉ）は、肥料全体重量に対して０．００１重量％～０．５重量％の液状添加
剤を投入する段階を含む、請求項１３に記載の溶出制御型肥料の製造方法。
【請求項１５】
　前記段階ｉ）は、前記粒状肥料コアを被覆して皮を形成させる段階を含む、請求項１３
に記載の溶出制御型肥料の製造方法。
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